
宣 言 日 令和　3年　6月　28日

住 所 埼玉県北葛飾郡松伏町ゆめみ野東4-3-6

県 内 企 業 等 の 名 称 (株)オクヤマ・テクニカルセンター

代 表 者 役 職 氏 名 代表取締役社長　奥山大介

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、「環境」「社
会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載してくださ
い。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

経済

⑤環境に配慮した製品の開発と生産
　　（売上比率3％）

⑥障害者、高齢者、外国人の雇用拡大
　　（雇用比率8.3％）

＜2030年に向けた指標＞

⑤環境配慮型商品の売上50％：⑥障害者、高齢者雇用比率15％

＜取組開始３年後に向けた指標＞

⑤環境配慮型商品の売上20％：⑥障害者、高齢者雇用比率10％

社会

③超過勤務時間の削減
　　平均残業（3５時間）

④従業員の有給休暇取得促進
　　平均取得率（23.7％）

＜2030年に向けた指標＞

③平均残業（20時間）：④平均取得率（60％）

＜取組開始３年後に向けた指標＞

③平均残業（25時間）：④平均取得率（40％）

当社の経営理念である【信頼と技術であくなき挑戦】に基づき、ねじ製造を通じて、人々の暮らしが安心で豊かなな
社会の実現に貢献する。ＳＤＧｓの目標「誰一人取り残さない」持続可能で多様性と包摂性のある社会の実現（ゴー
ル）を目指して環境面・社会面・経済面の側面から社員ひとりひとりが主役となり、全員が目標達成に向けて挑戦し
ていく。

指　標

環境

①商用車を環境配慮型車両に切替
　　（28.6％） 　2台/7台

②フォークリフトをバッテリー式に切替
　　（66.7％）　4台/6台

＜2030年に向けた指標＞

①環境配慮型車両（85％）：②バッテリー式フォーク（100％）

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①環境配慮型車両（57％）：②バッテリー式フォークリフト（83％）

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

(様式第２号)

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

(株)オクヤマ・テクニカルセンター

取組方針を下記のとおり宣言します。

記


